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1. 活性型レセプター・ (3H) トリアムシノロン・アセトナイド複合体 (R一 (3H)TA) の部分精製
GRC は非活性型ではホスホセルロースとの親和性が低いが，活性型では高くなる。この性質を
利用して R-(3H)TAの精製をおこない，約3000倍の精製度の標品を得た。
ll. 活性型 R一 (3H) TAの核への移行結合


























i )低分子物質添加核と無添加核への R一 (3H) TAの結合
前もって核に低分子物質を添加したもの，無添加のもの，それぞれ Ooc ， 60分インキュベート
したのち核を再分離し，洗滅後 活性型R一 (3H) TA と反応させた。結果，両者の移行結合に差
は認められず，核との直接の interaction はなかった。
i) Computer Simulation Model System による阻害様式の検討
一定量の R-(3H) TA に，一定量の低分子物質，または，透析高分子物質と，核を 5 倍にわた
って変量させたものとを加え反応させた。結果，低分子物質， 透析高分子物質共に， total ac-
ceptor site concentration に対する acceptor bound receptor-steroid concentration の比が
一定であるので， computer simulation model n に相当し， R一 (3H) TA と直接結合している
ことが推定された。
〔総括〕
1 ')ラット肝臓の RFC を透析すると，活性型R一 (3H) TA の核への移行結合阻害が増強された。
2) Sephadex G-25 カラムのゲル炉過法により， RFC から低分子画分と，高分子画分を分離し，そ








4) P L P を高分子物質に加えた場合，単に高分子物質の阻害が増強されていくのみで， PLP は，
明らかに低分子物質とは阻害様式が異なる。 低分子物質はPLP そのものではないと考えられる。
5 )低分子物質はSRC に結合し，すでに報告されている高分子物質と同様の阻害様式であった。
6 )ラット肝細胞質中には，少なくとも 2 種類の移行結合調節物質が存在し， 1 つはすでに知られて
いる高分子物質 (MTI)であり，もう 1 つは本稿で述べた低分子物質 (Low-Molecular Weight 







を阻害する“高分子'性"移行結合阻害物質 (macromolecular translocation inhibitor) の存在が知
られている。本論文では，この高分子性阻害物質以外にも“低分子性"移行結合調節物質(low mo・
lecular transl?ation modulator) が存在することを見い出し，高分子性物質の阻害作用を調節し
ていることを明らかにしている。
これはグルココルチコイド作用調節機構上の新知見としてのみならず，さらにグルココルチコイド
不感受性成立機構の解明に大きく貢献が期待出来，独創的な研究として高く評価される。
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